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近年頭部外傷患者の激増によ9､社会的にも関心の深い頭部外傷や手術対象例の少なかった脳虜

癌も脳神経外科学の進歩と共に､その治療成績もか浸り良好を数字が示されているようです｡

慕-外科に於ても､脳外科の症例も多くをってきました.

脳外科の術後患者では急散に状態が変化する場合が多く､15-30分以内に重篤夜症状を皇す

ることもあ9､症状発見が遅ければ生命の危険が生ずる結果とモカます｡それだけに､脱外科の術

後看譲は､繁雑かつ重要であ9､時には予後を左右することさえあbます｡今までの文章形態の看

護日誌では､時々刻々と変化する状態をチェックしにくいということで､患者の状態を砲えず監視

Lへ 初期症状を発見するためにも観賃用紙が必要だという意見がもbあがbました｡脳外科慮者を

扱うようになって半年と日も浅く､まずは遺産的なものを理解しなければならないという尊で､頭

部の許剖､生理､症状について､講義を受ける一方､直接症例にあたbながら､簡潔を観察用紙を

検討してきましたO

脳神経の病態生理

〔出の解剖 〕
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【脳の生理 〕

1.延 .砿

自律神経の中枢が沢山ある｡

1) 呼吸中枢

2) 心臓中枢

B､I)が高くを少すぎると心臓が反射的に抑制される｡

3) 消化器に関する中枢

唾液分泌､阻噴運動､喚下､喝吐など

4) その他､血管運動中枢

涙液分泌中枢

瞬目反射の中枢

2.揺

延髄と上位の脳とを連絡する伝導路を夜している0

3.中脳 (高等動物よ9も､魚数や鳥頻によく発達)

1) 姿勢反射(前庭器官に利敵が加わるとかこる)

2) 瞳孔反射

対光反射

眼の錯鞍に伴っておこる瞳孔縮少の中枢

4.,1､脳(生命に異常壮ない)

身体各部の運動の平衡的強言,La

5.間 脳

1) 視床脱

聴覚､視覚の中継所

2) 視床下部

自律機能の総合中枢

物質代謝の調節中枢

水分代謝の中枢･

睡眠の中枢

体温調節中枢

性の中枢

6.大脳半球(約140倍の神経細胞 )
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1) 前頭葉

記憶障害

2) 側頭葉

視野欠損(同側性半盲 )

精神運動性てんかん

3) 頭頂葉

知覚障害 (痛覚あるも重量感をし)

半身麻浄

優位半球をらば言語障害

4) 後頭葉

視野欠損 (相似的を同側性半盲 )

5) 視床下部

内分泌障害

視力､視野賃等

尿崩症

6) 下垂体前葉

シ 7 , ク に対して抵抗力をくなる

温度の変化に弱い

胸がかどる

7) 下垂体後葉

尿崩症

術後の観察用紙について

<実際の症例から>

症例 1 0 瀬 ○ 志 14才 8 脳頗房

1年半前から頻尿､左限視力障害あク､小児科に入院 し検査の結果､脳腫癌の診断にて当科-転

科 し､下垂体腫癌の診断にて4月7日手術施行ム (開頭屋癌摘出｡右脳室腹澄吻合､凍結乾燥硬肝

移植)術後意譲､オ7)エンテーシ ･ンも徐々に改善されたが､徐脈､尿崩症がかこ9､1日の総尿

量が8000ccにもかよぶようになる｡その後上肢の麻痔が出現 し､次第に右上肢硬直､疫 ､振

傑言語障害､意識混濁がかこ9､ 5月29日午後緊急手術とそる｡ (脳室旗艦吻合修復術)原因不
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明のまま状態は悪化する一方にて6月13日転院となる｡

症例 2 0 田 ○ 文 9カ月 8 硬膜下血腫

S46･8･15 3750g 正常分娩 母乳にて育つ

S47･5･23 突然右半身麻痔､意識障害出現｡/J､児科へ入院し検査の結果急性脳症の疑い

のもとに当科紹介となD､脳動脈撮影の結果､硬膜下血腫と診断され､6月16日手術施行｡ (血

腫摘出術)術後右半身の運動が出現 してきた｡

意識障害もなくなる｡最近にを9食欲不振､喧吐あ少､再び脳動脈炎影施行｡

症例 3 0 時 ○ 子 16才 女 硬膜外血腫

7月8日.下校途｣二｡自転車に乗っていて自家用車にはねられるo受傷直後､意識卜大庭 トL

しばらくして､意識戻るも､1時間後再び意識消失､反応鈍麻､緊急入院 し､脳動脈斑影し､手術

施行｡ (右側頭開頭術､硬膜外血腫除去､気管切開)､術後しばらく､意識回復しそかったが､翌

日よb意識はつき9する.右瞳孔散大し､左右差あD｡11日よ9水分許可とをD､現在､かをb

快複してきている.

観察用紙ができるまで

表 1参考

看護日誌に基づいて､看護をしていた頃､下垂体腫癌の○瀬君の手術が行われ､その結果､民税

症の症状が現われてきましたo総尿量が多い時には､8000ccにも達し､尿量と経口的水分摂取

量､史に､1時間値をど細かたチェックが必要となりました｡1時間値によ9､尿量の多い時には､

クyニン酸ピトV シソをどの下垂体後実刑が使用され､尿量に対して､私達は非常に神経を使 うよ

うに売りました.その結果､自然にできたのが表1です.

表Ⅱ参考

脳外科の看護は､最初にものべたi:うに､とにかく紺かな成察が必要です｡ほんの数分の間に急

散在症状を呈する場合もあbます.その為に文章表現による看護日誌では､｢見してその変化を発

見できにくく､また鋭察項目が多く､ともすると個々ばらばらのチェ･Jク方法に在ってしまうので､

皆で統一 したチェ･}クが望ましいと思い､他科のチェ･/クリストや､大阪赤十字病院のチェ,ク))

ストなど参考に作成してみせした｡

表皿参考

表ⅡによD､表現方法も大部統一されてきましたが､ この表では､やは9号だ看護日誌との併用
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にをってしまいます｡温度硬に記入し､この表に記入し､看護日誌をつけるという三重の手間と､

表の目盛bが細かすぎて記入しずらhL､見にくいという点から､検討されてできたのが表Ⅱです｡

Tiだと九は､完成図とは言えませんが､この表を使用して､観察していく中で､よ9よい観察用紙

を作ってhこうと思っています｡

観察用庶チェプクの具体的方法

脳外科患者の術後観察の項目として必須のものとして､①意識(オ7)エンテ-シ ,ンも含む)

②瞳孔 ③運動 の三点があ9.ます｡

ム 意識は普通痛覚の有無､呼びかけに対しての反応の有無でみます｡

オ1)エyテI-y7yとは､意識の程度を確かめることにも去ります｡オ1)エソテーシ ヲンにあげ

る項目としては､

O日時 か今日は何日ですか9°

o場所 ･病院 ･部匿番号 ･住所をど

o生毎月日

o名前･両親の名前

o受持医の名前

などを決めてあ9ます｡ この際､頻回にチェックが必要を ことを患者に説明することも必要と思

いますO何回も同じことを開かれて､いらだつ人もあ9号したので相手の状態に合わせた質問も

必要です｡

小児の場合､オリエンテーシヲyは不可能を場合もありますので､痛覚をどによ9判断するよう

にしています｡

'A 瞳孔払 大きさと反射の二点をみますが､必ず左右別々に行をいます｡

通常瞳孔の左右差と対光反射の消失は､放置すれば予後不良とたる徴候です｡Tiた術後患者に瞳

孔左右不同があらわれた時は､その側の後出血が疑われるというように瞳孔の観察は非常に大切

です｡

ム 運勤も､左右の上肢､下肢と別々に観察が必要です｡

握力は､普通､指を握らせてみて､だいたいの様子をつかみ､時々握力計も､用いてVITiすd

A 小児のチェック方法(特に乳幼児)

大人のようにチェグクできにくいので､次のようを点に注意します0

① ｢般状態(体温 ･脈拍 ･呼吸)

(診 意識(痛覚)
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③ 喝吐の有無､大泉門の膨隆

⑥ 運 宙

(9 気 捷

(む 経口摂取の状態

チェックの時間について

手術後数時間までは15-30分間隔

24時間まで比 1時間 p

以 後 2時間 p

というのが望ましVlのですが､疾患や手術によっても異な9ますので予め,受持医にオーダーを出

してもらうこともあbます｡

忙しさにおわれ､看護日誌もつけられずに飛びまわっていた状態から脱皮 L,2年前から､看護

日誌も詳しく記載するようにを9ました｡

脳外科患者を扱 うようになってまだ半年で日も浅く､解剖､生理もよく理解できず､未熟ながらの

看護ではあbますが､術後看轟に於いて ｢観察｣が符に大切だと皆が感じ､検討しながら､ひとつ

の表を作成しました｡これによってかなb状態の変化をつかみやすくをbました｡この試みは脳外

科看護を行うにあたっての第一歩であり､ これからの学習と体験の積み重ねによれ 看護を学んで

ゆきたいと思います｡
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表 1

時 間 尿 量 1時間値 l稔 尿 量 水 分 固 形 物̀ そ の 他

Am6!00 .440300 200番 茶300 1:00 0100 0

8;00 330 330 1,070 200コ ーラ300番 茶 かゆ _3/4▲

260 620 250ジュース200 // IJ-I-1lJL/iおかず 1/2

10;00 360250 2畠o 1,940 100番 茶 ノLfナタカレ4切 K8 37.OKg

300 300 2,240 300 水200ジュース

12;00 340-240 580 2,320 100 水

_300 560 3.380 200コ ーラ200 水 かゆ 1/2 PE)1;10クyニy酸ビトレシソ2単位

Em2-;00 260250230 480 3,860 200ジュース

4;00 350 175 4,210 200牛 乳

250 540 4,650 50 水

6;00 280300230 300 4,950 200牛 乳 かゆ 2/5みそ汁 1/2おかず 1/5トマ ト 2コバナナ 1水 もち 1

450 5,500I 400ジュース200牛 乳

8;00 220230 230 5,730 100香 茶100 /V

210190 400 6,130 200コ ーラ

10;00 210萎銅 630 6殖 o

300 7,060 200 P皿10;45クンニy殴ビトレシソ2単位

12;00 300250 250 7310 300

Am2;00 250 250 7.560

320 320 7,880 300

4;00 320 320 8200 100

6;00 8月00(1,007)
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表 2

時/分 ㌔o% o1960x2/ooko%o%o%o毎 ot㌔ o12/oo% o%o%o

BDR P T601404002404010039014020 6037D60 0 2035.0 I-

補 液

汰 .分

尿 量 守 +

視 力 雲

(大小)雲(反射 ) 雲 ト _

十十

意 識 ほ 墓))士 -卜 十 + 十 十

オ7)エyテ-シ℡ン

上肢の運動 歪 - - 十 士十 1- ~十~ 十 十 -ド 十 十

下肢の運動.雲十 +. + - + -ト十 十 十 十 十

撞 力 歪

痩 - - - - - - - -

7振 傑 - - - - - - - -

麻 痔

lt頭 痛

畷 吐 - - - - - - - - - - -

尻 失

酸 素
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春 Ⅱ

○ 崎 ○ 子 病 名 l 硬 膜 外 血 腫 右側頭開頭術 硬膜外血腫除去 気管切開

月/日 時/分 BI)40 60 80 10D -I-120 140 補液 水分 尿且盟 紘尿 視 瞳 意鼓 .オリ 運 撞 痩 振煤 戻痛 笹吐 醍素 備 考

R 10 20 30 40 50 60P 50 70. 90 110 130 150 且良′■ヽ也 力 孔反 大 声 呼び エど7~Iシ′ 郵上 下 力

T35.0 36D 37D .38.0 ?gD 40.0 重) 右 左 射 小石 左右左 か党けtrン′ 肢 肢右 左右 左 右 左

7/ 9 0/30 Hてi- lt千 I il ー… i 易｣封S′ト50 +大小 +++ + チン′ト15i 無意識に体を動かしあばれる

l1/oo I Ii) ･i it. ○ +大 小 + ++ + ビクシ1)yS500 1)ンコツン600筋注テy ト内-2SC ヂキナ4Dy

1/30 1 I! lI li I 袈 II + + ++ +

2/oo IIt t li～ (6 き I. l.ii +大 小 + +++l i I

㌔ イ Il 辛I ! i- ll 盲i iIl! +大小 + +++lI II1

4/読 Ill∩ tI Il .a 蔓i ti 29Cll +大小 +1+++I 一.I-1( I

6/10 lI Hきき再 l ili IiI III tli 尿失禁t I +大小 + +++ I デキサ 4mg ピクシ7)yS500野

8/㌔o !I1 IiIi 悼 I 少 +大 小 ◎@ + +++Il (- II-1

lyoo II IIl l 潔 iII lIiI I l +大 小 ++ + +++ 慕管カIIしよラ3A

1240 !1 Il1iiIず.II日 TL ㌔ 1 li lI l t 25 +大 小 ++ + +++ I バックカテーテル挿入

15/60 II I I lI .iI,替 IE 60 +大小+± + +++
18亮o i i I 潤 I 潤 章i +大小++ + +++

∽ 02/a) I1 iI I7rlI Jl I ! 1 圭! 100 +大 小 + + +++ 発 禁 遠望 誌 名5L.-r詔 ケアりyl稽 注

6/30 iI I fltt≡…!I lftII ー !II [20 0 @+大小++ + +++
9/30 i潤 ii 官 ).iIIIII 日 …l IiI 10100++大 小 ++ + + ++ ㊨ 02止め カニ~ユーレ抜去

nJio lI ltI享!i1i享i Il ItI i 日lき 20 ++大ゝ小++ + +̀ + + +

18jSo …l I I 20 5(刀 ++大小++ + + + + +

7A l2/30 ::i JT 日 Lt l 50100I++大 小 ++ + + + + + 勝 洗

- lQy60I 1" 二i gZ I .i引I t jiOO良良++大 小 ++良_+ + + + +

- 1(:右-


